		様式３　サウンディング調査 調査票
川崎市立学校施設包括管理業務に関するサウンディング調査
調査票
■意見内容
	１ 事業範囲について

	（１）本市が検討している業務範囲（業務内容）の全てを受託可能でしょうか。
　　下記選択肢から該当するものを選んで回答欄に記載してください。
　　　①全て受託可能（⇒２へ）　　②一部受託可能（⇒1-（２）へ）

	（回答欄）




	（２）受託できない業務について、業務名及びその理由についてご意見をお聞かせください。とくに次の３業務について受託できない場合は必ずご記入ください。（建物総合管理業務、自家用電気工作物保守点検業務、はるひ野小中学校受付校務業務）※建物総合管理業務の対象校については【資料１】川崎市立学校施設一覧をご確認ください。（⇒2へ）

	（回答欄）










	２　事業規模について

	コスト抑制、事務効率化等の観点から、１つの包括事業者が全市立学校を管理する方式（全市一括：１７６校）を検討していますが、全市一括で発注した場合の課題等があればご意見をお聞かせください。

	（回答欄）







	３　マネジメント経費について

	（１）市内一括の場合、拠点は２箇所設置が適切と考えています。その場合の拠点の場所や広さ、駐車場の台数等、必要な条件や考え方についてご意見をお聞かせください。
※市内一括での受託が難しい場合は、ご希望の想定でのご意見をお聞かせください。

	（回答欄）











	（２）本市で本業務を行う場合のマネジメント経費はどの程度必要でしょうか。本市ではマネジメント費の項目として、巡回点検業務や軽微な補修、不具合通報等への対応、管理監督等、修繕の工事監理業務等、システム経費、拠点設置費用等を想定しています。これらの項目に対するご意見や金額、その他考慮すべき事項、算出における考え方についてご意見をお聞かせください（金額算出にあたっては、拠点を市側で用意する場合と、そうでない場合に分けて検討していただけますと幸いです。）。
　※市内一括での受託が難しい場合は、ご希望の想定でのご意見をお聞かせください。

	（回答欄）
















	４　市内事業者の受注機会の確保に関する取組について

	包括管理業務を円滑に進めるためには、市内事業者の活用が不可欠であると考えているため、再委託先事業者の選定方法や、市内事業者の受注機会の確保に関する考え方についてお聞かせください。
なお、参考資料1の4ページには、麻生区内学校施設包括管理業務委託における修繕工事での市内事業者活用率を掲載しております。本事業においても、直営時と同等水準での市内事業者の受注機会の確保を求めるとともに、発注前の段階から、市が再委託先事業者の選定について確認を行うことを検討しています。

	（回答欄）














	５　付加価値提案について

	　　本業務以外に実施できる貴社独自の追加サービスや提案があればお聞かせください。

	（回答欄）














	６　市への要望や必要な提示資料について

	貴社が事業参入を検討するにあたり、具体的な資料の提供など、本市に要望したいことがあればお聞かせください。

	（回答欄）













	７　契約について

	（１）契約期間は5年を想定していますが、ご意見をお聞かせください。

	（回答欄）







	（２）包括管理事業者として市内事業者等、他の事業者とグループを組み受託することについて、ご意見をお聞かせください。グループとして受託する場合、グループ内での連携の取り方等について、見解をお聞かせください。

	（回答欄）








	（３）本事業への参加意向について下記選択肢から該当するものを選んで回答欄に記載してください。必要に応じて、その理由や、特に②または③を選択された場合は、参加可能となる契約条件等についてもご意見をお聞かせください。
　　　①参加意向がある　　②参加意向がない　　③未定・その他

	（回答欄）













	８　その他

	　　その他、業務実施に際し、気になる事項や確認したい内容があればお聞かせください。

	（回答欄）















